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１．はじめに 

近年，短時間かつ局所的な集中豪雨により地盤の保水性が失われ，全国各地で土砂災害が生じている．一

方土砂崩壊現場では，応急排土などの復旧工事が行われた後，法面の安定化を図るために法面緑化工，のり

枠工，吹付工といった法面工事が行われている．法面に繁茂する草本類は，環境保全や景観保全の配慮のみ

だけでなく，表面温度の低減効果や根系による土砂災害防止機能を有しており，表層崩壊の抑制に貢献して

いる．特に法面緑化に用いる緑化資材として，従来と比較し種子を作らず被覆性に優れ，雑草の侵入防止効

果をもつイワダレソウが着目されている．そこで本研究ではイワダレソウに着目し，根単体における引張・

せん断特性の把握およびイワダレソウの根系を含んだ土供試体の一面せん断試験から，法面保護性能や土壌

の安定性について検討することを目的とする． 
２．研究方法 

 (1)植生単体における根系の強度試験 

 図-1 に示す岐阜県産業技術センターの引張試験機 AGS-J（5kN）を使用し，イワダレソウの根元から 10，
20，30cm の間隔で引張試験を行い，土中深さ方向の引張強度を算定した．その後，10cm 間隔の短冊状にな

ったイワダレソウを 2 面せん断用治具を用いてせん断試験を行い，せん断強度を算定した．強度算定にあた

り引張・せん断変形に関する変位速度は 20mm/min で計測を行い，それぞれの試験後に根径を測定して得ら

れた試験力から強度を算定した． 
（2）根系を含む土供試体の一面せん断試験 

根系を含めたせん断試験が行えるように，図-2に示す従来よりも規模の大きい一面せん断試験機を試作し，

イワダレソウの有無によって土壌のせん断強度がどの程度変化するのかを検討した．まず初めに試験機の特

性を把握するため，試料無しの状態で一面せん断試験を行い，ベアリングおよびバネの初期特性を検討した．

次に，標準砂，マサ土，黒ボク土の 3 種類の土を用いて土供試体における一面せん断試験を各サンプルで 3
回ずつ行い，試作した試験機における土の特性の検討を行った．実験条件として，せん断面が試験機の筒底

から 4.3cm の位置にあるため，せん断面が中央になるように高さ 8.6cm の土供試体を作成し， 9.8N（1kgf）
の載荷荷重をかけて試験を行った．また，不純物を取り除くため，試料特性が保たれる範囲でふるい分け（＜

6mm 以下）を行い，含水比は自然条件に近い状態にするため，採取した状態で計測した．これらの試験によ

り基礎的な特性を把握した後，根系を含めた土供試体のせん断試験を行うため，試験機に合わせて高さ

300mm，直径 106.6mmでマサ土および黒ボク土にイワダレソウを植栽した供試体を 3サンプルずつ作成した．

また，植生業者により栄養素の高い畑土にヒメイワダレカツミ草を植栽した供試体が作成され，計 9 サンプ

ルにおいて供試体の底面から 25mm 間隔でせん断試験を行い，深さ方向におけるせん断特性の把握および土

壌のせん断強度との比較を行った．計測方法は，全ての一面せん断試験において変位速度 10mm/min で計測

を行い，せん断試験機の荷重計と変位計から得られたデータを AD 変換し，解析した． 
３．結果および考察 

図-3，4 はイワダレソウの根単体における変位と引張・せん断応力の関係を示している．同図により，試

験力から断面積を考慮した応力に換算すると，根の太さや長さによらずほぼ同程度の曲線を示すことがわか

る．また，横軸の変位に着目すると，せん断試験はわずかな変位でせん断破壊が生じるが，引張試験ではせ

ん断試験に比べ大きな変位が生じてから破壊する．さらに，最大応力の平均値を算定し比較した結果，引張

応力は 19.5N/mm2，せん断応力は 30.4N/mm2 となり，せん断応力は引張応力の約 1.5 倍の強度があることが

わかる．このことから，根単体における引張・せん断応力の特性を把握することができ，微小変位における 
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